
健康づ4婚十画【第4次】(令和2年度)の進捗状況について

<令和2年7月末現在>

■健康づくりの推進

NO

,

平均寿命以前に要介護認定を受ける割合は、令和元年度では、平成25年度と比較し男女ともに減少しています。
(資料2一②を参照)今後も、下記の基本的な方向2~4の取組みを推進することにより、健康寿命の延伸に資する目標達成を目指します。

参考:北海道健康増進計画「すこやか北海道21」が公表した当市の平成27年の健康寿命は平成22年と比べ延伸しています(男性80.74→80.82歳、女性85.72→86.83歳)

計画の概要(行政の取組み)

NO 計画の概要(行政の取組み)

4

●妊娠期に禁煙・無煙についての
知識を普及します。

ず

令和2年度までの取組み

↑'

/

●妊産婦への保健指導
・母子健康手帳交付時

96件面接(2年度7月末)
288件(リ見込)
260件(元年度)
183件(30年度)
208件(29年度)
189件(28年度)
199件(27年度)

0件電話(2年度7月末)
0件(//見込)

38件(元年度)
87件(30年度)
87件、(29年度)
122件(28年度)
128件(27年度)

●小中学校(学校教育課)
(27~2年度)
・小学校体育、中学校保健体育の保健分野におい
て、がん予防を含めた生活習慣病などの病気の予
防、喫煙や薬物乱用防止についての指導を継続して
実施しています。

●子宮頸がん予防接種
(2年度7月末) 4人
(リ見込) 6人
(元年度) 5人

●小中学校にて食生活に関する指
導やがん予防の教育を行います。

令和2年度までの取組み

4

<妊産婦期、幼・少年期(15歳未満)>

●女性のがん予防の知識の普及に
努めます。

小学校体育、中学校保健体育の保健分野
において、がん予防を含めた生活習慣病な
どの病気の予防、喫煙や薬物乱用防止につ
いての指導を今後も実施します。

令和2年10月8日

保健福祉計画検討委員会資料

地域福祉部会【資料 3・①】

今後の方向↑倒

継続

今後の方向性

継続

保健福祉部健康推進課

令和元年7月より北広島市子育て世代包
括ケアシステム『きたひろすくすくネッ
ト』を開設しました。開設と同時に妊娠届
出窓口を保健センターに集約し、保健師が
妊婦全員と面接し、保健指導を行う体制と
しました。これまで出張所・連絡所での妊
娠届出者には、後日、保健師より電話で保
健指導を行っていましたが、電話では十分
な聞き取り、指導助言ができない部分が、
面接することにより保健指導体制の充実が
図られました。
禁煙・受動喫煙防止のり一フレットを妊

娠届出時に配布していますが、今後見直す
予定です。

評価など

平成25年6月、厚生労働省より、子宮頸
がん予防ワクチンの接種勧奨差し控えの指
示があり、現在も勧奨を差し控えている状
況です。
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NO 計画の概要(行政の取組み)

●妊娠期の体重増加や高血圧等に
対する保健指導を行います。

, t

(30年度)
(29年度)
(28年度)
(27年度)

●妊婦健康診査費用の公費助成
*妊婦一般健康診査H回、超音波検査6回、妊婦精
密健康診査(必要時)

・一般健康診査、超音波検査数
(2年度7月末)延1,472件

延4,500件(リ見込)
延4,710件(元年度)
延4,530件(30年度)
延4,994件(29年度)
延5,867件(28年度)
延6,029件(27年度)

●産婦健康診査費用の公費助成(元年7月~)
*産婦一般健康診査2回

(2年度7月末)延鮖件
(/j 見込)延320件

延230件(元年度)
●マタニティスクーノレ 1コース4回/年5コース
・参加数:(2年度7月末) 7人

(ガ見込) 17人
*新型コロナウィルス感染拡大防止のため個別相談に変更

(元年度) 33人
(30年度) 26人
(29年度) 35人
(28年度) 37人
(27年度) 31人

・内容:お産の流れと妊婦体操、母乳育児、
妊娠中の栄養と食事、歯の健康、
先輩ママ・赤ちゃんとの交流会等

●情報提供・ポスター啓発
・母性健康管理指導事項連絡力ード利用

令和2年度までの取組み

3

t糖1
尿
病

2人
0人
0人
0人

●乳幼児健診や相談事業等で、栄
養や食生活についての正しい知識
を普及します。

継続

今後の方向性

妊婦や胎児の健康や産後うつ病予防のた
めに、妊産婦健康診査費助成を継続しま
す。

産婦健診にっいては、医療機関から市へ
の情報提供基準にぱらつきがあるため、エ
ジンバラ産後うつ病質問票の返送方法につ
いて、令和3年度をめどに変更予定です。

●乳ノ旦 3 ・ 6 ・ 10ケ 口多ノ」

・受診数(2年度7月末) 10回分
実279人/延346人
(受診率 99.2%)

〔"肌知W廸臥 j

継続

10ケ月児実109人/延114人
(リ見込)実510人/延883人

(受診率 99.0%)
3ケ月児実301人/延301人 入

2

r

適切な体重増加や妊娠による体の変化を
Uり、胎児ともに健やかな妊娠生活を送れ
るように今後も継続します。令和3年度に
おいても新型コロナウイルス感染症の状況
により、個別相談やオンラインによる実施、

を検討予定です。

口

'i"ー゛、

J、 1ソし 孑メノ」 J 、 口' 1、

して育児をしていくために、引き続き事業
を継続します。乳児健診では、具体的に保
護者が離乳食についてイメージできるよ
う、離乳食の体験コーナーの設置を目指し
ます(新型コロナウィルスの影響で令和2
年度は中断しました)。
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NO 計画の概要(行政の取組み)

,

6ケ月児実274人/延276人
10ケ月児実304人/延306人
(元年度)実407人/延736人

(受診率四.3%)
(30年度)実458人/延918人

(受診率 98.9%)
(29年度)実511人/延910人

(受診率98.2%)
(28年度)実509人/延977人

(受診率96.6%)
(27年度)実547人/延1,050人

(受診率97.6%)
・栄養相談数(2年度7月末) H3人

(リ見込) 289人
(元年度) 385人
(30年度) 445人
(29年度)、 483人

(28年度) 517人
(27年度) 457人

●1歳6ケ月児健診年12回
・受診数(2年度7月末) 4回分115人

(ガ見込) 347人
290人(元年度)

(受診率101.0%)
332人(30年度)

(受診率98.5%)
(29年度) 338人

(受診率97.1%)
(28年度) 339人

(受診率97.4%)
353人(27年度)

(受診率兜.1%)
113人・栄養相談数(2年度7月末)

(ガ見込) 345人

(元年度) 288人

332人(30年度)
340人(29年度)

(28年度) 340人

(27年度) 337人

●3歳児健診年12回
135人・受診数(2年度7月末) 4回分

(ガ見込) 400人

(元年度) 347人
4%)(受言今率97.

令和2年度までの取組み 今後の方向性

3

2
循
環
器
疾
患
 
3
糖
尿
病

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ



NO 計画の概要(行政の取組み)

2

,3

30 艾

(受診率105
(29年度)

(受診率96
(28年度)

(受言今率91
(27年度)

(受言今率97
・栄養相談数(2年度7月末)

(リ見込)
(元年度)
(30年度)
(29年度)
(28年度)
(27年度)

●保育所に通園している児の身体
計測を実施し、栄養状態や健康に
関する指導を行います。

●学校にて生活習慣病等の知識普
及を図ります。

●学校健診を実施し、健康に関す
る指導を行います。

令和2年度までの取組み
368人
1%)

409人
6%)
325人
3%)
368人
6%)
126人
400人
338人
358人
405人
321人
366人

●乳幼児健診時に女性のがん予防
の知識の普及に努めます。

●保育所(子ども家庭課)
・身体計測(27~2年度)
全ての公立保育所で毎月実施しています。

●小中学校(学校教育課)
(27~2年度)
・全ての小中学校において、食の全体計画、年間指
導計画を作成し、各発達段階における食の指導を継
続して実施しています。
(27~2年度)
・全ての小中学校で学校保健計画を作成し、各種健
診を行うとともに、健康の保持についての指導を実
施しています。

/

●妊婦健康診査費用の公費助成
・成人畍醐包白血病抗体検査⑦§ん予防)数
および子宮がん検診数

81件(2年度7月末)
(が見込) 250件

262件(元年度)
248件(30年度)
245件(29年度)
272件(28年度)
285件(27年度)

●乳幼児健診
・女性のがん検診受診勧奨パンフレット配布

(2年度7月末) H5人
リ見込) 347人

(元年度) 290人

今後の方向性

,検診の受診勧奨を勧めます。

継続

智

継続

、

引き続き実施します。

^

学校においては、各発達段階で、系統性
をもって指導することで、児童生徒の食育
や、健康の保持についての関心功§高まりま
した。引き続き、食の全体計画、年間指導
計画を作成し、食の指導を継続します。

,歳^鶚ミ

ノ

継続 妊娠期に早期に異常を発見するため、
後も継続します。

4

継続 1歳6か月児健診の場面を活用し、健診に
同伴する母親に、妊婦健診のがん検診後、
1年以上経過している自身の健康に意識を
向けることの大切さを啓発し、今後もがん
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NO 計画の概要(行政の取組み)

●健康教室等で、がんやがん発症
予防のための生活習慣について市
民に情報を提供します。

●がん検診の受診率を高めるため
の周知を強化します。

●検診機関や医療機関における検
診が効果的に実施できるよう連携
を図ります。

●最新のがん対策について情報を
収集し、有効な検診の導入を検討
します。

(30年艾)
(29年度)
(28年度)
(27年度)

●出前健康講座・
(2年度7月末)
( 1/見込)
(元年度)
(30年度)
(29年度)
(28年度)
(27年度)

●情報提供・
・がん予防

●がん等検診
・周知方法:通年の周知方法のほかに、市広報の特

集で検診の大切さを啓発しています。
町内回覧で検診の案内、たばこの害に

ついて周知しています。
・胃がん検診受診数

23人(受診率0.1%)(2年度7月末)
(ガ見込) 1,313人(受診率6.13%)

1,084人(受診率5.1%)(元年度)
1,167人(受診率5.5%)(30年度)
1,156人(受診率5.フ%)(29年度)
1,308人(受診率6.2%)(28年度)
1,443人(受診率6.8%)(27年度)

・ビロリ菌検査受診数
0人(受診率 0.0%)(2年度7月末)

ガ見込) 600人(受診率80.0%)
444人(受診率81.5%)(元年度)
493人(受診率7フ.5%)(30年度)

・大腸がん検診受診数
64人(受診率 0.3%)(2年度7月末)

ガ見込) 1,835人(受診率 8.46%)
1,595人(受診率 7.6%)(元年度)
1,619人(受診率 7.6%)(30年度)
1,701人(受診率 8.0%)(29年度)
1,638人(受診率 7.8%)(28年度)
2,418人(受診率H.6%)(27年度)

・肺がん検診受診数
63人(受診率0.29%)(2年度7月末)

(ガ見込) 1,760人(受診率8.12%)
1,735人(受診率8.2%)(元年度)

令和2年度までの取組み

、

健康教育⑦§ん)
0回参加数:0人
0回参加数:0人
0回

1回参加数:18人
2回参加数:31人
0回
1回参加数:16人

ポスター啓発
(通年)

332人
338人
339人
353人

'

継続

今後の方向性

講話やパンフレット配布等により、がん
の知識啓発を行い、今後もがん予防の意識
づけの機会として実施します。

継続

5

がん検診受診率は全国、全道と比べて低
い状況です。がん予防およびがんの早期発
見のためPR活動を積極的に行うと共に、
がん検診実施機関と連携を取りながら受診
率向上に努めてまいります。

がん検診を受診し、精密検査未受診者に
対し、がんの早期発見のため、今後も受診
勧奨をしてまいります。将来的な胃がんり
スク軽減のため、継続的に中学3年生を対
象としたビロリ菌検査を実施してまいりま
す。
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NO. 計画の概要(行政の取組み)

1,756人(受診率8.3%)(30年X)
1,856人(受診率8.フ%)(29年度)
1,フ72人(受診率8.5%)(28年度)
1,829人(受診率8.8%)(27年度)

・前立腺がん検診受診数
(2年度7月末) 9人

352人(受診率8.84%)(/j 見込)
343人(受診率8.6%)(元年度)
294人(受診率8.3%)(30年度)
323人(受診率7.9%)(29年度)
267人(受診率7.9%)(28年度)
323人(受診率8.0%)(27年度)

・子宮がん検診受診数
(2年度7月末) 72人

(ガ見込) 1,345人(受診率16.66%)
1,076人(受診率14.2%)(元年度)
979人(受診率14.1%)(30年度)

1,068人(受診率14.4%)(29年度)
1,031人(受診率15.1%)(28年度)
1,162人(受診率15.4%)(27年度)

・乳がん検診受診数
(2年度7月末) 30人

(リ見込) 1,6郭人(受診率21.18%)
1,274人(受診率18.1%)(元年度)
1,215人(受診率17.5%)(30年度)
1,194人(受診率17.5%)(29年度)
1,197人(受診率18.2%)(28年度)
1,262人(受診率18.1%)(27年度)

司干炎ウイルス検診受診数
(2年度7月末) 201人

980人(受診率4.52%)リ見込)
(元年度) 784人

(30年度) 761人

(29年度) 893人
フ75人(28年度)

(27年度) 1,525人
・エキノコックス症検診受診数
(2年度7月末) 8人

ガ見込) 178人
(元年度) 189人

(30年度) 176人

(29年度) 163人

(28年度) 123人

(27年度) 179人

令和2年度までの取組み

_ノ

今後の方向性
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NO 計画の概要(行政の取組み)

・月'且しょっ匡百多堂冒多
(2年度7月末) 4人

(リ見込) 187人

(元年度) Ⅱ9人

(30年度) 125人
(29年度) 126人
(28年度) 75人
(27年度) 161人

*コーノレリコーノレ実施
(2年度7月末) 2,165人ハガキ発送

//見込) 2,165人
(元年度) 2,164人
(30年度) 1,930人
(29年度) 2,002人
(28年度) 555人

(27年度) 2,083人
(2年度7月末) 206人クーポン配布
(リ見込) 450人

(元年度) 332人

(30年度) 220人

(29年度) 229人

(28年度) 72人

(27年度) 222人

●がん検診・結核検診精密検査の受診勧奨数
(2年度7月末) 36件
(/1 見込) H0件

95件(元年度)
H0件(30年度)
127件(29年度)
147件(28年度)
81件(27年度)

令和2年度までの取組み

●特定健診の受診率向上に努めま
す。

特定健診受診率は年々増加し、令和元年
度受診率は初めて40%を超えました。今後
も効果的な手法を活用し、受診率向上に努
めます。
特定健診受診率向上のため、郭ドック
(55歳到達者に特定健診とがん検診を無料

で実施)、対象者の特性に応じた受診勧奨
通知等を行っています。今後も未受診対策
の強化等を進めていきます。

国保以外の30歳代健診は受診者が少ない
状況です。国保の30歳代健診は受診券を送
付し、積極的にPRを実施していきます。

若年期からの健康づくりは、その後の健

今後の方向性

●特定健診受診数
(2年度7月末)

1/見込)
(元年度)
(30年度)
(29年度)
(28年度)
(27年度)

●眼底検査数
(2年度7月末)

リ見込)
(元年度)
(30年度)

網標妬.0%)
673人

4,700人(実施率48.0%)
3,642人(実施率40.3%)
3,527人(実施率38.1%)
3,597人(実施率37.4%)
3,795人(実施率38.5%)
3,584人(実施率35.2%)

継続

178人
2,000人
1,549人
1,542人

がん検診精密検査未受診者が確実に検査
を受け、がんを早期発見するために、継続
して受診を勧めます。

継続
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NO 計画の概要(行政の取組み)

凡

2

(29年度) 1,520人
(28年度) 1,680人
(27年度) 1,690人

●特定健診二次健診数
(2年度7月末) 0人
( 11 見込) 46人
(元年度) 75人

(30年度) 56人
(29年度) 45人
(28年度) 97人

(27年度) 53人
●後期高齢者健診受診数(保険年金課)

(2年度7月末) 89人

リ見込) 1,347人
1,270人(受診率15.フ%)(元年度)
1,193人(受診率15.26%)(30年度)
1,019人(受診率13.75%)(29年度)
921人(受診率13.22%)(28年度)
873人(受診率12.フ%)(27年度)

●循環器健診(生活保護)受診数
(2年度7月末) 4人

63人リ見込)
(元年度) 6人

(30年度) 2人

(29年度) 1人

(28年度) 4人

(27年度) 3人
●30歳代健診(国保以外)受診数

(2年度7月末) 2人

(リ見込) 38人

(元年度) 16人

(30年度) 26人

(29年度) 20人

(28年度) 24人

(27年度) 26人

●国保30歳代健診受診数
(2年度7月末) 14人

(受診率12.0%)91人リ見込)
(受診率10.0%)(元年度) 78人

(受診率10.9%)(30年度) 93人
(受診率H.6%)(29年度) Ⅱ3人
(受診率10.1%)(28年度) 111人
(受診率10.フ%)(27年度) 134人

令和2年度までの取組み

3

8

康状態を大きく左右することから、今後も
積極的なPRに努め引き続き実施します。

生

今後の方向性
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NO

●特定健診の結果説明会の充実を
図り、継続管理を行います。

●特定保健指導の実施率の向上を
図り、生活習慣改善の指導を行い
ます。

●特定健診で把握されたメタボ
リックシンドローム該当者以外の
予防が必要な方に保健指導を行い
ます。

●高血圧対策、減塩対策を行いま
す。

●血糖値の高値者には早期に医療
機関の受診を勧めます。

計画の概要(行政の取組み)

細標60.0%)●特定保健指導実施数
(2年度7月末) 4人

195人(実施率60.0%)"見込)
(元年度) H5人(実施率50.2%)

(30年度) 193人(実施率67.2%)
(29年度) 247人(実施率79.9%)
(28年度) 207人(実施率59.5%)
(27年度) 222人(実施率72.3%)

●重症化予防保健指導
(2年度7月末) 7人

600人リ見込)
(元年度) 473人
(30年度) 815人
(29年度) 707人
(28年度) 586人
(27年度) 606人

※対象者に相談日を設けて実施した保健指導回数
・特定健診結果説明会
(2年度7月末) 34回

(ガ見込) 66回

(元年度) H9回

(30年度) Ⅱ7回

(29年度) 91回

(28年度) 53回

(27年度) 69回

・成人健康相談
(2年度7月末) 2回

("見込) 10回

(元年度) 10回

(30年度) 7回

(29年度) 16回

(28年度) 23回

(27年度) 27回

(相談日以外に訪問、来所相談等を実施)
●血糖値の高値者への早期受診勧奨数
(2年度7月末) 1人

50人(リ見込)
15人(元年度)

(30年度) 74人
(29年度) 83人

(28年度) 73人
(27年度) 51人

令和2年度までの取組み 今後の方向性

継続 令和元年度は新型コロナウィルス感染拡
大防止のため保健指導(面談)を縮小した
ことにより実施率・数は減少しました。
新型コロナウィルス感染症に関連して、

食生活や運動などの生活の変化や通院治療
を控えるなどがみられ、今後の生活習慣病
の重症化が危恨されます。
感染拡大防止に配慮し、特定保健指導実

施率は国の目標60.0%を目指します。ま
た、特定保健指導の対象とはなりません
§、結果が受診勧奨レベルの方に保健指導

を行います。
生活習慣病重症化予防と脳卒中、心臓

病、腎不全などの健康障害予防のため、
人ひとりの健診データに応じた保健指導を
着実に実施します。

9
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NO

●広報誌、パンフレット等で循環
器疾患・糖尿病の症状や予防法に
関する知識普及に努めます。

計画の概要(行政の取組み)

●生活習慣病等の病気や栄養・食
生活についての正しい知識を普及
し、健康を維持できるように支援
します。

●生活習慣病予防教室(テーマ:ゆLコレステローノレ)
・参加数(2年度7月末) 0回

(//見込) 7回40人
(元年度) LDL3回2コース実28人/延74人

慢性腎臓病2回 22人
(30年度) 3回2コース実27人/延75人

3回2コース実44人/延H6人(29年度)
3回1コース実18人/延50人(28年度)
3回2コース実14人/延39人(27年度)

・内容:健康講座、栄養講座、運動実技、個別相談
※「健康教室(テーマ:LDLコレステローノレ)」は生
活習慣病予防教室に統合しました。

(28年度) 3回1コース実18人/延52人
(27年度) 3回1コース実13人/延33人

●生活習慣病予防講演会
・参加数

(2年度見込)
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
(元年度)
「高血圧を予防して脳・心臓・腎臓を守ろう
~高血圧の最新情報~」 139人

*高齢者のための健康増進講演会と同時開催

(30年度)
「意外と知らないたばこの話」 62人

「健康管理は家庭血圧から
~あなたの血圧は大丈夫?~」 37人

(29年度)
35人「糖尿病網膜症について」

「N0 佃畄)卒中予防について」 37人

(28年度)
「あなたの血糖値はどのくらいですか」 51人
「あなたの心臓が心配です
~狭心症・心筋梗塞の予防のために~」76人
(27年度)
「動脈硬化の病態と治療

69人~虚血性心疾患を中心として~」
「腎臓の仕組みとCKD (,1曼陛腎臓病)」 70人

●健康情報展
・来所数(2年度見込)新型コロナウィルス感染拡

大防止のため中止
(元年度)約1,100人
(30年度)約1,350人
(29年度)約1,200人
(28年度)約 900人

令和2年度までの取組み

3
潔唐
!尿

i、病

継続 生活習慣病の重症化予防や健康障害の発
症予防のために、住民が自身の健診結果や
血液検査データから、自分の値を理解する
学習が引き続き必要です。テーマについて
は、市の健康課題をみながら、適宜変更し
ていきます。

今後の方向性

見直し 生活習慣病等を防ぐために知識を広く百
及することは今後も必要であるため、講演
会は継続します。しかし、高齢者のための
健康増進講演会と目的が共通すること力
ら、令和元年度より合同開催として実施し
ています。今後、合同開催もしくは統一す
ることで変更を検討します。

10

継続 健康づくりのための運動や食事・栄養に
つぃての知識普及や健康測定の機会とし
て、引き続き実施します。
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NO 計画の概要(行政の取組み)

27年芙約 900人
・内容才則定コーナー、体験0ーナー、展示0ーナー、健康相

談、健康クイズラリー
●出前健康講座・健康教育(循環器疾患・糖尿病)
(2年度7月末) 参加数:0人0回

参加数:0人( 1/見込) 0回
3回参加数:42人(元年度)

・内容:健康管理の重要性、健診結果の見方、イン
スリンについて

(30年度) 3回参加数:68人
3回参加数:68人(29年度)
3回参加数:50人(28年度)
5回参加数:90人(27年度)

●健康手帳配布(希望者)
(30年度) 47冊

(29年度) 78冊

(28年度) 36冊
35冊(27年度)

*平成30年度で健康手帳の配布は終了しました。
令和元年度からは保健センターの言"則コーナー

に血圧手帳を設置して、希望者に配布しています。
●情報提供・ポスター啓発
・世界糖尿病デー/糖尿病週間

●健康づくり推進員養成・継続研修
・健康づくり推進員登録数
(2年度7月末) 66人

(リ見込) 66人

(元年度) 66人

(30年度) 53人

(29年度) 58人

(28年度) 55人

(27年度) 56人
・内容:健康講話、栄養講話、運動実技、

介護予防体験
●継続研修

実 0人/延 0人(2年度7月末)
実40人/延140人(リ見込)
実31人/延 66人(元年度)
実34人/延135人(30年度)
実40人/延106人(29年度)
実36人/延釘人(28年度)
実47人/延106人(27年度)

・内容
養成講座の一部に参加(リ見込)

令和2年度までの取組み

11

●市民と協働で健診の受診や循環
器疾患や糖尿病予防の啓発を推進
します。

継続 講話やパンフレット配布等により、生活
習慣病に関する知識啓発を行い、今後も予
防の意識づけの機会として実施します。

今後の方向性

健康づくりについて市民の広く関心を
もってもらうために継続します。
今後、個人が無理なく健康づくりを行え

る環境づくりとして、健康ポイント制度等
のインセンティブの提供を検討していく。

ういったインセンティブの提供にあわせこ

て、健康づくり推進員活動の在り方につい
て、検討してまいります。

検討予定
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NO 計画の概要(行政の取組み)

NO

(元年度)

(30年度)

計画の概要(行政の取組み)

●妊産婦や乳幼児の発育状態に応
じた栄養指導の充実を図ります。

●乳幼児健診や育児相談体制の充
実を図ります。

令和2年度までの取組み

(29年度)

(28年度)

(27年度)

▲、

高血圧と臓器障害について
養成講座の一部に参加
たばこと健康について
笑いヨガ
養成講座の一部に参加
糖尿病網膜症について
養成講座の一部に参加
正しいラジオ体操の方法について
養成講座の一部に参加
笑いヨガ
養成講座の一部に参加

「

. '

●妊産婦への保健指導(再掲につき省略)
●妊産婦健康診査費用の公費助成(再掲につき省
略)
●マタニティスクール(再掲につき省略)
●乳児健診、1歳6ケ月児健診、3歳児健診(再掲に
つき省略)
●情報提供・ポスター啓発(再掲につき省略)
●マタニティスクーノレ両親コース年4回
・参加数(2年度7月末) 31人

(/1 見込) 61人
*新型コロナウイルス感染拡大防止のため個別対応

58人_(3回分) 1回中止(元年度)
(30年度) 80人
(29年度) 69人
(28年度) 78人
(27年度) 54人

・内容:汰浴実習、妊婦体験、子育て体験談、
着替え・おむつ替え実習

●子育て世代包括支援センター開設
(愛称:きたひろすくすくネット:元年7月~)
・妊娠期のプラン提供

(2年度7月末) 96件/妊娠届出羽人
( 1/見込) 288件/妊娠届出297人

208件/妊娠届出286人(元年度)
・子育て期のプラン提供(元年12月~)

(2年度7月末) 85件/出生数 85人
(/1 見込) 255件/出生数 2弱人

97件/出生数 267人(元年度)
12

ず

令和元年度までの取組み

'

<妊産婦期、幼・少年期(15歳未満)>

今後の方向性

. '

今後の方向性

継続

評価など

妊娠期から育児に対するイメージを持
ち、育児の不安を解消するために相談がで
きる機会は必要です。令和3年度も新型コ
ロナウイルス感染症の状況をみて個別での
対応を検討予定です。

継続 きたひろすくすくネットでは、妊娠期か
ら子育て期間中、子育て家族との信頼関係
を醸成し、不安を軽減し、安心して子育て
できるよう切れ目なく支援するため、相談
機能の充実を図ってまいります。

ι
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NO 計画の概要(行政の取組み)

・電話相談
(2年度7月末) 18件

54件(リ見込)
42件(元年度)

来所相談
(2年度7月末) 3件
(ガ見込) 25件
(元年度) 24件

ケース検討
(2年度7月末) 12回/ 81件
( 1/見込) 36回/243件

35回/ 313件(元年度)
子育て検討会
(2年度7月末) 4回/ 8件

リ見込) 12回/ 24件
10回/ 21件(元年度)

●胆道閉鎖症スクリーニング検査
*母子健康手帳の便色力ードを活用

71件・赤ちゃん訪問数(2年度7月末)
(//見込) 280件

283件(元年度)
262件(30年度)
299件(29年度)

(28年度) 329件
290件(27年度)

・乳児健診(3ケ月児)受診数
(2年度7月末) H9件
(リ見込) 301件

235件(元年度)
258件(30年度)
222件(29年度)
382件(28年度)
334件(27年度)

●新生児聴覚検査の公費助成(令和2年10月~)
●産後ケア事業(令和2年2月~)

(2年度7月末)宿泊型4泊/3人
日帰り型5日/5人

(ガ見込)宿泊型12泊/9人
日帰り型15日/15人
宿泊型2泊/1人(元年度)

●母子保健推進員活動
・家庭訪問数
(妊婦)
(元年度)

きたひろすくすくネットが構築されたこ
とにより、妊婦全員への面接が可能とな
り、妊娠期からの相談体制ができたこと
で、母子保健推進員活動は令和元年度で終

令和2年度までの取組み

継続

今後の方向性

赤ちゃんの時期に早期発見できる胆道閉
鎖症簡易スクリーニングなどの検査につい
ては、今後も機会を逃すことのないよう、
勧奨を継続します。

令和2年2月からは、出産後の母の心身を
休めながら、育児や授乳のアドバイスが受
けられる産後ケア事業を、令和2年10月か
らは、出産入院期間中に実施する新生児聴
覚検査費用の助成を開始いたしました。出
産直後から安心して子育てできるよう、
サービスの充実を図ってまいります。

実 61件/延 61件

13
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NO 計画の概要(行政の取組み)
74 /延 7430 夫艾

ナJ→

93件/延 93件(29年度)
実121件/延121件(28年度)
実207件/延348件(27年度)

呼L児)
実 86件/延 86件(元年度)
実134件/延134件(30年度)
実118件/延122件(29年度)
実189件/延191件(28年度)
実245件/延345件(27年度)

育児交流会(市と協働) 1コース2回/年5コース
参加数(元年度)実 28組/延 45組(4トス分)

*新型コロナウイルス感染拡大防止のため

1回中止

14

令和2年度までの取組み

(30年度) 実 69組/延10畔且
(29年度) { 83組/延12畔且

゛"ー

91組/延14畔且(28年度) 夫

実 61組/延10畔且(27年度)
内容:離乳食講話、むし歯予防講話、救急救命講

座、手遊び、交流会等
●赤ちゃん訪問
(2年度7月末) 71件

2件うち出生体重2,000又未満
5件2,000~2,499 呂

(リ見込)' 280件
5件うち出生体重2,000宮未満
15件2,000~2,4998

280件(元年度)
6件うち出生体重2,0008未満
19件2,000~2,4998

262件(30年度)
H件うち出生体重2,0008未満
18件2,000~2,4998

299件(29年度)
6件うち出生体重2,0008未満

22件2,000~2,499 又
329件(28年度)

3件うち出生体重2,0008未満
10件2,000~2,499 今

290件(27年度)
5件うち出生体重2,0008未満
17件/ 2,000~2,499目

(28年度終了)●ふたご・みつごの育児交流会
・参加数(28年度) 2回誹且

(27年度) 3回畔且

了とよりました。

今後の方向性

継続 乳児の成長発達を促し、保護者が安心し
て育児を継続するために、引き続き実施し
てまいります。
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NO 計画の概要(行政の取組み)

●あそび教室(1歳6ケ月児健康診査事後集団指導)
年24回

・参加数(2年度7月末)
(ガ見込)
(元年度
(30年度
(29年度
(28年度
(27年度)

●予防接種
・四種混合接種数(2年度7月

1/見
年度)

0年度)
9年度)
8年度)
7年度)(2
年度7月二種混合接種数(2
リ見

年度)
0年度)3

9年度)2

8年度)2

7年度)(2
年度7月BCG接種数(2
ガ見
年度)

0年度)3

9年度)2

8年度)2

7年度)(2
ポリオ接種数(2年度7月

(一年度)
(30年度)
(29年度)
(28年度)
(27年度)

麻しん・風しん接種数
(2年度7月末)

ガ見込)

(元年度)ノ

(30年度)
29年度

令和2年度までの取組み

継続

今後の方向性

継続

15
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NO 計画の概要(行政の取組み)

28年ス)
27年度)
2年度7ヒブ接種数

元年度)
30年度)
29年度)
28年度)
(27年度)

・小児用肺炎球菌接種数
(2年度7

元年
30年
29年
28年
27年
2年・水痘接種数 7

元年
30年
29年
28年
(27年度

日本脳炎接種数(2年度7

元年
30年
(29年度

B型肝炎接種数(2年度

元年
30年
29年
種"・インフノレ

邵章が 2年

元年
30年
29年
28年
27年
とし

つて

今後の方向性令和2年度までの取組み

末)
込)

16

末)
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て障がい児
ます。
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NO 計画の概要(行政の取組み)

●出前健康講座・健康教育(母子)
(2年度7月末) 0回参加数:0人
(ガ見込) 0回参加数:0人

12回参加数:178人(元年度)
・内容:イヤイヤ期ののり越え方・付き合い方、

子どもの生活りズム・成長ホルモン、
トイレトレーニング、すくすくネット、
スマホと子育て

10回参加数:120人(30年度)
10回参加数:116人(29年度)
7回参加数:85人(28年度)
7回参加数:54人(27年度)

●情報提供・ポスター啓発
・SIDS (乳幼児突然死症候群)
・アレノレギーポータノレ

・幼児の化学物質等誤飲事故予防

●保育所(子ども家庭課)
(27~2年度)

・全ての公立保育所で食育の啓発を実施していま
す。

●小中学校(学校教育課)
(27~2年度)
・全ての小中学校で、食に関する指導の全体計画、
学校保健計画を作成し、各発達段階に応じた指導を
継続して実施しています。

●保育所にて食育目標を作成し、
食育の啓発に努め、「早寝・早起
き・朝ごはん」の生活習慣が身に
つけられるよう支援します。

●学校で食に関する指導計画や運
動計画を作成し、健康づくりに活
用します。

令和2年度までの取組み

貞

●生活習慣や健康管理について市
民に情報を提供します。

2
●個々に対応した健康づくりに関
する指導・助言を行います。

継続

●生活習慣病予防教室(再掲につき省略)
●生活習慣病予防講演会(再掲につき省略)
●特定健診(再掲につき省略)
●後期高齢者健診(再掲につき省略)
●30歳代健診(再掲につき省略)
●特定保健指導(再掲につき省略)
●重症化予防保健指導(再掲につき省略)
●予防接種
・インフルエンザ接種(任意)数

(障がい者)(2年度7月末)
(ガ見込)
(元年度)
(30年度)
(29年度)
(28年度)
(27年度)

(高齢者)(2年度7月末)

講話やパンフレット配布等により、子ど
もの健康的な生活を維持できるよう、今後
も継続して実施します。

今後の方向性

継続

興

継続

引き続き実施してまいります。

i,^、^魚

学校においては、各発達段階で、系統性
をもって指導することで、児童生徒の食育
や、健康の保持についての関心が高まりま
した。

0件
31件
61件
97件
18件
20件
22件
0件

継続

17

引き続き、予防接種法に基づき定期予防
接種を実施してまいります。
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NO 計画の概要(行政の取組み)

(ガ見込)
(元年度)
(30年度)
(29年度)
(28年度)
(27年度)

成人用肺炎球菌接種数
邸章がい者)(2年度7月末)

(リ見込)
(元年度)
(30年度)
(29年度)
(28年度)
(27年度)

(高齢者)(2年度7月末)
(ガ見込)
(元年度)
(30年度)
(29年度)
(28年度)
(27年度)

健康測定コーナー
(2年度7月末)
( 1/見込)
(元年度)
(30年度)
(29年度)
(2年度7月末)

リ見込)
(元年度)
(30年度)
(29年度)
(2年度7月末)
(リ見込)
(元年度)
(30年度)
(29年度)
(2年度7月末)
(ガ見込)
(元年度)
(30年度)
(29年度)
(2年度7月末)
(リ見込)

2

令和2年度までの取組み

フ,100件
8,122件
フ,330件
6,851件
フ,053件
6,766件

0件
1件
1件
6件

H6件
163件
163件
152件

1,730件
643件

1,654件
1,599件
1,602件
1,602件

●保健センター
・身長・体重

馴

体組成

今後の方向性

血管

・血圧

14人
14人

249人
302人
462人

8人
8人

191人
307人
555人

8人
8人

185人
289人
610人
90人
90人

844人
289人

1,635人
14人
14人

物忘れ

継続 市役所新庁舎那皆に保健センターが設置
され、市民が自由に来庁時に測定できる健
康測定コーナーを設けています。いつでも
自分のタイミングに合わせて測定すること
ができ、自身の健康を確認する機会の1つ
となってぃます。測定の方法や測定値の意
味、見方など、希望に応じて相談を受けて
おりますが、令和元年度から新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のため一部の健康測
定コーナーを使用不可としているため実績
が減少しています。

また、各健康週間・月間に応じて、ポス
ターなどで情報提供や啓発を進めておりま
すので、継続的に実施してまいります。

18
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NO 計画の概要(行政の取組み)

2

(元年度) 176人
(30年度) 264人
(29年度) 656人

●出前健康講座・健康教育(成人)
(2年度7月末) 0回参加数:0人
(ガ見込) 0回参加数:0人

1回参加数:3人(元年度)
1回参加数:14人(30年度)

(29年度) 0回

(28年度) 0回
2回参加数:46人(27年度)

・内容:女性のこころとからだの変化、認知症の
予防

●情報提供・ポスター啓発
・熱中症予防啓発
・蚊・ダニ媒介感染症予防啓発
・健康増進普及月間
・結核予防週間
・骨粗継症

〒冬§繍、'
●適切な栄養や運動についての知
識を普及します。

●各地区で介護予防事業を実施
し、介護予防を推進します。

●認知症予防や転倒予防、ロコモ
ティブシンドロームの知識普及を
図ります。

令和2年度までの取組み

而口2 某は'コロ イノレス厄ゞム

大防止のため、事業を中止や縮小して実施
しています。
各教室・講座等は、転倒予防や生活習慣

病重症化予防を目的に、栄養や口腔ケアの
講話等も盛り込みながら、幅広く介護予防
を啓発してきました。
今後は、より効果的な介護予防事業を推

進するため、北広島市の健康課題に合わせ
たテーマの選定や個々に合わせた個別指導
の充実が必要と考えます。

●健診事後指導数
実 3人(2年度7月末)
実610人ガ見込)
実681人(健康推進課)(元年度)
実735人(健康推進課)(30年度)
実640人(健康推進課)(29年度)

5人(高齢者支援課)
'J→

(28年度)
5人(高齢者支援課)実(27年度)

●栄養指導数
実H人(2年度7月末)
実25人(リ見込)
実69人/延80人(元年度)
実55人/延62人(30年度)
実M人/延"人(29年度)
実24人/延38人(28年度)
実23人/延25人(27年度)

●健康増進講演会
検討中(2年度見込)
1回参加数:139人(元年度)

「高血圧を予防して脳・心臓・腎臓を守ろう
~高血圧の最新情報~」
*生活習慣病予防講演会と同時開催

1回参加数:51人(30年度)
1回参加数: H5人(29年度)

円

継続

黒^ま卸'裁瓢^途,1武

今後の方向性

講話やパンフレット配布等により、健康
的な生活を維持できるよう、今後も継続し
て実施します。

・1^於掘声
検討予疋

、郁以.、ー、郷、弓1翠●"'^点諏難診励、金'4嵒、生'^1^
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NO 計画の概要(行政の取組み)

(28年度) 2回参加数:152人
1回参加数:550人(27年度)

●出前健康講座
0回参加数:0人(2年度7月末)

未定(//見込)
15回参加数:延335人(元年度)
23回参加数:延461人(30年度)
30回参加数:延632人(29年度)
20回参加数:延463人(28年度)
24回参加数:延527人(27年度)

●脳の健康教室 10回1コース(30年度で終了)
・内容:読み書き・計算の学習と、学習サポーター

との交流
参加数:実13人(30年度)
参加数:実18人(29年度)
参加数:実17人(28年度)
参加数:実19人(27年度)

●生活講座
・内容:缶詰や加工食品などを利用した調理実習

バランスのとれた食事や減塩の工夫などに
関する講話

(2年度)新型コロナウィルス感染拡大防止のため
中止

参加数:実20人(3回2コース)(元年度)
参加数:実19人(3回2コース)(30年度)
参加数:実13人(3回2コース)(29年度)
参加数:実H人(5回1コース)(28年度)
参加数:実15人(5回1コース)(27年度)

●いきいき百歳体操リーダー養成講座(3回1コース)
・内容:いきいき百歳体操の実践、住民主体による

運動の普及の推進
(2年度7月末) 0コース参加数:実 0人
(リ見込) 1コース参加数:実10人
※新型コロナウィルス感染拡大防止のため1コース中止

2コース参加数:実29人(元年度)
2コース参加数:実30人(30年度)
2コース参加数:実26人(29年度)
2コース参加数:実25人(28年度)
1コース(4回)参加数:実21人(27年度)

令和2年度までの取組み

ゑ

、

20

'嘱

1・
1、欝1

逸ゞ;玉武

途難鴫戦龜

今後の方向性

1
烹
 
1
●
一
^
^
^
デ
、

2

者
の
健
康

冒

令
1
ー
"



NO

NO

十画の概要(行政の取組み)

計画の概要(行政の取組み)

●妊娠期の栄養について指導を行
います。

●乳幼児健診や教室等にて個々に
応じた栄養相談を行います。

●授乳期・離乳食期・幼児食期へ
とスムーズに移行できるように支
援します。

4

●妊産婦への保健指導(再掲につき省略)
●マタニティスクール(再掲につき省略)

●乳児健診、1歳6ケ月児健診、3歳児健診(再掲に
つき省略)

●保育所による食育の啓発(再掲につき省略)

●出前健康講座・健康教育(栄養・食事)
(2年度7月末) 0回参加数:0人
(/1 見込) 0回参加数:0人
(元年度) 5回参加数:81人
・内容:航乳食を学ぽう

3回参加数:48人(30年度)
5回参加数:76人(29年度)
4回参加数:84人(28年度)
1回参加数:7人(27年度)

●食育講演会
(2年度見込)未定 50人程度
※新型コロナ感染症の状況により開催を見合わせる場合あり。

(元年度)
「ファイターズの管理栄養士に学ぶ元気なこどもの

53人ための毎日のごはん」
(30年度)
「夏休みだって早寝・早起き・朝ごはん」 27人

(29年度)
1野菜の力を引き出す"ごはん"の食べ方」 76人
(28年度)
「心と体をはぐくむ食育~大人も子どもも笑顔の食

21人卓へ」
(27年度)

47人「食べることは生きること
●食農教室(農政課)
・参加数(2年度7月末)畔且

※夏季食農教室:新型ゴロナウィルス感染拡大防止のため中止

1/見込)未定
18組(2回分)(元年度)
26組(2回分)(30年度)
10糸且(29年度)
9%且(28年度)
9糸且(27年度)

●小中学校(学校教育課)

令和2年度までの取組み

令和元年度までの取組み

<妊産婦期、幼・少年期a5歳未満)>

●保育所・学校にて子どもや保護
者へ食育を推進します。

今後の方向性

今後の方向性

継続

評価など

保護者が子どもの食事について悩みを抱
えていることが多いことから、離乳食の学
びを深めてもらえるよう、内容を工夫しな
がら、今後も引き続き実施します。

見直し

21

乳幼児、妊産婦、学齢期を対象とした事
業として食育講演会を実施しています。 七

象者とする層に対して講演会形式での知識
普及・意識啓発は難しい面があり、参加人
数も多くなく、企画やテーマ設定も限られ
るため見直すことを検討中です。
令手船年度は、第3次食育推進計画の策定

年度であり、計画に従って事業を実施して
まいります。

市内の児童とその保護者を対象に親子で
食や農を考える機会を作ることを目的と
て、野菜・果物の収穫体験などを通して農
業者等と交流し、自ら収穫した農産物の加
エ・調理体験を行う食農教室を引き続き実
施します。

継続

=
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NO 計画の概要(行政の取組み)

"

●乳幼児健診や教室等にて親子遊
びや運動などの大切さについて指
導・助言を行います。

●保育所・子育て支援センターで
は遊びの紹介やからだを動かすこ
との楽しさを伝えます。

27~2年X
・全ての小中学校で食の指導に関する全体計画を作
成し、各発達段階に応じた指導を継続して実施して
います。
●情報提供・ポスター啓発
・食生活改善への理解促進啓発
・食育月間

●学校で体育や部活動の充実を図
り、健康・体力づくりを推進しま
す。

令和2年度までの取組み

2

●元気フェスティノVレでの赤ちゃんゲーム
(市と母子保健推進員との協働)
・参加数(元年度) 48組

(30年度)認組
(29年度)認組
(28年度) 46組
(27年度) 4組

●保育所(子ども家庭課)
(27~2年度)
全ての公立保育所で実施しています。

●小中学校(学校教育課)
(27~2年度)
・全ての小中学校で体カテストを実施し、各学校に
おいて分析を行い、体力向上プランを作成し、一校
一実践などの体力向上の取り組みを継続して実施し
ています。
●市民スポーツ活動推進事業(社会教育課)
・スーノくードッジボーノレ大会
参加数(2年度)新型コ"ナウィルス感染拡大防止のため中止

15チーム/187人(元年度)
24チーム/286人(30年度)
24チーム/279人(29年度)
24チーム/290人(28年度)
24チーム/290人(27年度)

・いちにのジャンプ大会
Ⅱ月21日開催予定参加数(2年度見込)
Hチーム/148人(元年度)
23チーム/260人(30年度)
32チーム/353人(29年度)
33チーム/386人(28年度)
30チーム/335人(27年度)

・スナッグゴルフ大会(年2回開催)
参加数(2年度)新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止

14人(元年度)
15人(30年度)

(29年度) 24人

(28年度) 23人

22

●体力づくりのためのスポーツ活
動を推進します。

継続 学校においては、各発達段階で、系統性
をもって指導することで、児童生徒の食育
や、健康の保持について_の関心が高まりま
した。

全ての小中学校で体カテストを実施し、
各学校において分析を行い、体力向上プラ
ンを作成し、一校一実践などの体力向上の
取り組みを引き続き実施します。

今後の方向性

終了

継続

母子保健推進員活動が令和元年度で終了
となったことに伴い、赤ちゃんゲームも終
了となりました。

継続

継続

市民誰もが、生涯にわたりスポーツ・レ
エーション活動に親しむことができるリク

生涯スポーツ活動をはじめ、スポーよ つ 、

・レクリェーション活動の支援を推進しツ

てまいります。

引き続き実施します。
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NO 計画の概要(行政の取組み)

2

(27年度)
・30キロ歩ける会
参加数(2年度)

(元年度)
(30年度)
(29年度)
(28年度)
(27年度)

・インドア子ども相撲大会
(2年度見込)
(元年度)
(30年度)
(29年度)
(28年度)
(27年度)

●妊娠期から心の健康づくりを支
援します。

●妊産婦が孤立しないように支援
します(訪問・健診・相談な
ど) 0

●乳児健診や育児相談体制の充実
を図ります。

●子どもや保護者の悩みなどに対
して相談を行います。

令和2年度までの取組み

新型コロナウイルス感染拡大F 止の こ

め、地域子育て支援センターが令禾吃年2月
27日~6月7日まで休館となりました。

6月8日から市内在住の方、利用時間、人
数など制限を設け、予約制で再開していま

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

中止
120人
123人
141人
138人

2月13日開催予定
56人
62人
90人
145人
150人

3

22人

●仲間づくり支援
(社会教育課)
・ホームページを活用して社会教育団体として登録
している育児サークルを紹介しています。
(27年~2年度)
(健康推進課)
・マタニティスクールクラス会<市主催分>

0回参加数:0組(2年度7月末)
※新型コロナウィルス感染拡大防止のため延期

2回参加数:1畔且(ガ見込)
5回参加数:2畔且(元年度)
4回参加数:1畔且(30年度)
5回参加数:2畔且(29年度)
5回参加数:2畔且(28年度)
5回参加数:3垰且(27年度)

・マタニティスクールクラス会自主開催支援(同ク
ラス会自主開催のうち1年間について市が会場確保)
(2年度7月末) 1回

(ガ見込) 2回

(元年度) 1回

(30年度) 3回

(29年度) 6回

(28年度) 5回

(27年度) 16回

●子育て支援センター等で育児に
ついて支援します。

今後の方向性

継続

●子育て支援センター事業(子育て支援担当)
・子育て支援コーディネーター専任職員配置
(27年度~)
・子育て支援事業の利用にあたっての相談

104件相談件数(2年度7月末)

ホームページを活用して社会教育団体と

まいります。
また、保護者同士で子育てについて共有

することは、育児不安の軽減にもつなが
り、また孤立化を防ぐことになるため、仲
間づくりの機会として今後もマタニティス
クールクラス会を継続します。

23

継続
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NO 計画の概要(行政の取組み)

(ガ見込)
(元年度)
(30年度)
(29年度)
(28年度)
(27年度)

・子育て講座
(2年度7月末) 0回参加数 0人

(ガ見込) 10回参加数 50人

(元年度)32回参加数:669人
うち遊びに関する子育て講座15回

参加数:323人
31回参加数:670人(30年度)

うち遊びに関する子育て講座12回
参加数:306人

25回参加数:645人(29年度)
うち遊びに関する子育て講座 12回

参加数:307人
26回参加数:557人(28年度)

うち遊びに関する子育て講座 12回
参加数:291人

36回参加数:621人(27年度)
うち遊びに関する子育て講座 N回

参加数:262人
・みんなの広場(2年度7月末) 534人

(リ見込) 10,000人
22,559人(元年度)

(30年度) 22,577人
(29年度) 19,628人
(28年度) 10,833yk＼
(27年度) 10,363人

0人(0回)・出前みんなの広場(2年度7月末)
0人(0回)(リ見込)

80人(22回)(元年度)
173人(24回)(30年度)
郭人(14回)(29年度)
182人(24回)(28年度)
2四人(23回)(27年度)

●子育てサイトメール相談(29年1月開設)
相談件数(2年度7月末) 4件

(リ見込) 12件
12件(子ども家庭課)(元年度)
17件(子ども家庭課)(30年度)
11件(子育て担当)(29年度)

3

令和2年度までの取組み

450件
560件
720件
336件
306件
415件

子育て情報を提供するため、引き続き実
施します。

す。
休館に伴い、予定していた子育て講座を

中止とし、改めて時期や講座の内容を検討
する予定です。

市内施設へ出向く「出前みんなの広場」
は、高齢者も集う施設のため、コロナ感染
拡大防止の観点から休止しています。
今後については、新型コロナウイルス感

染の状況に応じ対応してまいります。ま
た、来年度以降については、例年通りの実
施を予定しています。

今後の方向性

24
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NO 計画の概要(行政の取組み)

●関係機関と連携を図り、児童虐
待対策を行います。

●子月てガイドの発行
(2年度見込)なし

3,00皓阪子ども家庭課)(元年度)
(29年12月)配布数 3,00皓咲子育て担当)

●子育てアプリの運用(元年7月~)
(2年度7月末)登録191件
(が見込)登録250件

3

令和2年度までの取組み

●ハイリスク妊婦把握・支援事業
*全妊婦を対象としたアンケートと保健師による
面接(または電話)

・アンケート実施数(2年度7月末) 96件
(ガ見込) 288件
(元年度) 299件

271件(30年度)
295件(29年度)
311件(28年度)
341件(27年度)

●子ども虐待予防ケアマネジメント事業
・虐待要因チェックによるスクリーニング数

実 71件(2年度7月末)
(ガ見込) 実255件

実259件(元年度)
実259件(30年度)
実298件(29年度)
実327件(28年度)
実287件(27年度)

●家庭児童相談室運営事業(子ども家庭課)
1,507件・相談件数(2年度7月末) 延
4,521件(ガ見込) 延

4,626件(元年度) 延
3,518件(30年度) 延
4,001件(29年度) 延
3,596件(28年度) 延
3,150件(27年度) 延

●小中学校(学校教育課)
(27~2年度)
・全ての小中学校で、性教育の学年別指導計画を作
成し、道徳などの内容と関連付けながら発達段階に
応じた指導を継続して実施しています。
●思春期講座の実施

J..1-.

・高校生対象(2年度7月末) 0回 0人

0人ガ見込) 0回
J..1-.

(元年度) 32人1回

(白樺高等養護学校3学年)
25

●性教育などの教育活動を通し、
生命の大切さや思いやりの心の習
得を図ります。

今後の方向性

継続 妊娠届出時のアンケートと、出生後の赤
ちゃん訪問時にアンケートを実施していま
す。問題が顕在化する前の予防的な視点で
支援を検討し、安心して妊娠、出産、子育
てができるよう、必要時には関係機関と連
携しながら今後も支援してまりいます。

継続 児童虐待防止・早期発見のため、引き続
き相談事業を推進してまいります。

継続 全ての小中学校で、性教育の学年別指導
計画を作成し、道徳などの内容と関連付け
ながら発達段階に応じた指導を今後も実施
します。
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NO 計画の概要(行政の取組み)

3

2回実 64人(30年度)
(白樺高等養護学校3学年)

1回実 32人(29年度)
(白樺高等養護学校3学年)

1回実280人(28年度)
(北広島西高校1学年)
*千歳保健所と合同

1回実300人(27年度)
(北広島西高校1学年)
*千歳保健所と合同

・障がい者対象(2年度7月末) 0回実 0人
(リ見込) 0回実 0人
(元年度) 0回夫 0人

実(30年度) 8人1回
JJ-.

(29年度) 8人1回
(28年度) 10人1回

1回実 8人(27年度)
●情報提供・ポスター啓発
・自殺予防いのちの電話
・自殺予防週間・働く人の電話相談室
・自殺対策強化月間
・睡眠と健康
●妊産婦への保健指導(再掲につき省略)
●マタニティスクール(再掲につき省略)
●乳児健診、1歳6ケ月児健診、3歳児健診(再掲に
つき省略)
●小中学校
(27~2年度)
・小学校体育、中学校保健体育の保健分野におい
て、喫煙や飲酒、薬物乱用防止についての指導を継
続して実施しています。

令和2年度までの取組み

小学校体育、中学校保健体育の保健分野
において、喫煙や飲酒、薬物乱用防止につ
いての指導を今後も実施します。

●妊娠期のアルコールの害に関す
る情報を提供します。

●母乳とアノレコーノレの関係につい
て情報を提供します。

4

飲
j西

●アルコールが及ぼす健康への影
響について、ポスター掲示やパン
フレットの配布、広報等により普
及啓発を行います。

●学校にてアルコールに関する教
育を行います。

●妊娠中や乳児期からたばこ等の
害に関する情報を提供します。

●禁煙について普及啓発を行いま
す。

●学校でたぱこに関する教育を行
います。

5

継続

今後の方向性

受動喫煙の防止については、令和2年4月
に改正健康増進法が全面施行され、第二種
施設は原則屋内禁煙になりました。
北海道では令和2年4月に「北海道きれいな

空気の施設登録事業」を制定し、受動喫煙
ゼロの実現を目指していますので、当市に
おいても普及啓発を図ってまいります。

●妊産婦への保健指導(再掲につき省略)
●施設の分煙化・禁煙化
・おいしい空気の施設(北海道・千歳保健所)
2年度~名称変更:北海道のきれいな空気の施設
北広島市内登録数
(2年度7月末)卯施設

官公庁等(第1種施設除く):13、社会福祉施
設:1、体育施設・娯楽施設:12、社会・文化
施設:13、小売業・サービス業:1件

26

継続
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NO 計画の概要(行政の取組み)

5

※第一種施設:学校・病院・児童福祉施設・その他の受動喫煙
により健康を損なう恐れが高い者が主として利用する施設と

して政令で定めるもの

(元年度) 8施設
飲食店:5、学校:0、医療機関・会福祉施
設:0、体育施設・娯楽施設:2、社会・文化
施設:0 、小売業・サービス業:1件、

(30年度) 8施設
(29年度) 26施設
(28年度) 26施設
(27年度) 24施設

●小中学校
(27~2年度)
・小学校体育、中学校保健体育の保健分野におい
て、喫煙や飲酒、薬物乱用防止についての指導を継
続して実施しています。
●未成年喫煙・薬物防止教育(千歳保健所)
(リ見込)希望なし

希望なし(元年度)
希望なし(30年度)
東部小6年生(29年度)
児童63名、担任2名
「小学校のうちに知っておこう!
たばこと健康」
東部小6年生(28年度)
児童68名、担任3名、他1名
けaまこと健康」
東部小6年生(27年度)
緑ケ丘小4年生
けdまこと健康」

●情報提供
・健康情報展、各講演会等でパンフレット配布
・世界禁煙デー
・タバコの害・受動喫煙防止ホームページ掲載

令和2年度までの取組み

継続●ライフサイクルに応じた歯科保
健指導を行います。

27

ライフサイクルによって、歯科指導も変
化するため、適切な保健指導をするため今
後も継続します。

今後の方向性

継続

●乳児健診年24回
・歯科相談数(2年度7月末)

ガ見込)
(元年度)
(30年度)
(29年度)
(28年度)
(27年度)

●1歳6ケ月児健診年12回
・歯科相談数(2年度7月末)

小学校体育、中学校保健体育の保健分野
において、喫煙や飲酒、薬物乱用防止につ
いての指導を今後も実施します。

IH人
299人
251人
307人
334人
313人
371人

98人
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NO 計画の概要(行政の取組み)

(リ見込) 330人
(元年度) 289人
(30年度) 332人
(29年度) 344人

(28年度) 334人

(27年度) 338人

●3歳児健診年12回
・歯科相談数(2年度7月末) 134人

リ見込) 400人
(元年度) 344人
(30年度) 355人
(29年度) 398人
(28年度) 326人
(27年度) 363人

●フッ化物塗布年12回
実41人/延41人(1回分)・実施数(2年度7月末)
実165人/延225人四回分)(//見込)
実211人/延289人a1回分)(元年度)

(30年度) 実224人/延293人
実221人/延286人(29年度)

(28年度) 実221人/延292人
実220人/延298人(27年度)

●保育所(子ども家庭課)
・歯科健ラ
(2年度見込)全ての公立保育園でⅡ月中予定
(27~元年度)全ての公立保育所で実施していま

す。
●小中学校(学校教育課)
(27~2年度)
・全ての小中学校で学校保健計画を作成し、全児童
生徒を対象に歯科専門医による歯科健診を継続して
実施しています。
●フッ化物洗口(28年度~)
(2年度)新型コロナウィルス感染拡大防止のため

中止
(28~元年度)
・全ての公立保育所の希望者に実施(4歳児以上)し
ています。
・全ての小学校の希望者に実施しています。
●北広島市フッ化物洗口事業実施協議会
・構成員:歯科医師・小児科医師・薬斉鵬市・小学校

校長会・小学校PTA連合会・保育園保護
者等

(2年度見込) 0回

6

令和2年度までの取組み

●保育所・学校では歯科健診を実
施し、う歯予防に努め、う歯のあ
る児童・生徒に受診を促します。

●子どもの歯と口腔の健康を保持
するため、幼児期のフッ素塗布に
加え、保育所、小学校でフッ化物
洗口を実施します。

引き続き実施します。

永久歯のむし歯予防手段として有効な
フッ化物洗口ですが、令和2年度は新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のため、中止し
ています。
感染状況を注視しながら、再開時期を考

えていきます。

継続

28

今後の方向性
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NO 計画の概要(行政の取組み)

6

(元年度) 0回

(30年度) 0回

(29年度) 0回

(28年度) 1回

(27年度) 2回
●出前健康講座・健康教育(歯科)
・内容:子どものむし歯予防、歯科相談

0回参加数:0人(2年度7月末)
0回参加数:0人(リ見込)
3回参加数:59人(元年度)
4回参加数:85人(30年度)
3回参加数:74人(29年度)

(28年度) 7回参加数:87人
2回参加数:20人(27年度)

●親と子のよい歯のコンクール(歯科医師会)
(2年度)中止
(元年度) 6月8日 4名口腔内診査・表彰
(30年度) 6月9日 4名口腔内診査・表彰
(29年度) 6月10日 7名口腔内診査・表彰
(28年度) 6月4日 0名口腔内診査・表彰
(27年度) 5月30日 4名口腔内診査・表彰

令和2年度までの取組み

●健康教室や健康相談にて生活習
慣改善や食生活の指導を行いま
す。

●バランスのとれた食事ができる
よう支援します。

●広報紙等で正しい食生活につい
て知識の啓発を行います。

●市民と協働で適切な栄養摂取を
推進します。

●生活習慣病予防教室(再掲につき省略)
●生活習慣病予防講演会(再掲につき省略)
●出前健康講座(再掲につき省略)
●後期高齢者健診(再掲につき省略)
●30歳代健診(再掲につき省略)
●特定保健指導(再掲につき省略)
●重症化予防保健指導(再掲につき省略)
●健康情報展(再掲につき省略)
●健康づくり推進員養成(再掲につき省略)
●情報提供・ポスター啓発(再掲につき省略)

●出前健康講座・健康教育(栄養・食事)
(2年度7月末) 0回参加数:0人
(ガ見込) 0回参加数:0人

0回参加数:0人(元年度)
・内容:食生活講座

2回参加数:23人(30年度)
4回参加数:86人(29年度)
2回参加数:35人(28年度)
4回参加数:59人(27年度)

継続

●身近で安全なウォーキングを推
進します。

講話やパンフレット配布等により、むし
歯予防や口腔衛生を維持できるよう、今後
も継続して実施し.ます。

今後の方向性

, ^ 1 嚇,

●ウォーキングマップの活用
・ウォーキングマップ(改訂第2版を29年度作成)

29

^牡'空コ島,゛,

、,ψ

継続 健康の保持増進や生活習慣病予防の観点
から、食生活・栄養について学びを深めて
もらえるよう、今後も引き続き実施しま
す。

継続 健康のために運動を始めるきっかけづく
りとして、事業を実施します。他課や市内
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NO 計画の概要(行政の取組み)

●体育館でスポーツプログラムの
提供やトレーニング指導、相談事
業等の充実を図ります。

●市民と協働で適切な運動を推進
します。

●健康づくりや生きがいのあるス
ポーツ活動を推進します。

(27~元年12月末)市内公共施設等にて配布して
います。

・市民ウォーキング(健康づくり推進員と協働)
(30年度) 1回 86人

(29年度) 2回 175人

(28年度) 2回 201人

(27年度) 2回 196人

・正しい歩き方講座
(2年度) 1回 10人

(元年度) 1回 21人

●健康管理プログラムによる体力づくりへの助言
(総合体育館、体育協会)
・利用数(2年度7月末) フ,022人

(ガ見込) 21,066人
(元年度) 118,755人
(30年度) 130,811人
(29年度) 133,083人
(28年度) 129,459人
(27年度) 144,596人

●きたひろしま30km口ードレース(社会教育課)
参加数(ガ)新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止

(元年度) 1,698人
(30年度) 1,570人
(29年度) 1,239人
(28年度) 1,348人

1,362人(27年度)

令和2年度までの取組み

2

検討予定●運動教室等の充実を図ります。 高齢者支援センターが主催する介護予防
事業(運動教室)だけではなく、町内会や
企業と協働で教室を運営したり、各地区で
住民が主体的にいきいき百歳体操を開催し
たり、空き家を利用した介護予防拠点など
で、脳トレや趣味活動の機会が増えていま
す。

高齢者支援センターに配置している生活
支援コーディネーターの活動によって、
近な場所で、地域住民が主体的に運動等を
継続する機会は、今後ますます増えていく
ものと思われます。

新型コロナウイルス感染拡大防止による
外出自粛要請等の影響で、集団で行う事業
はほぽイ木止となりました。 7月末時点で
は、少人数で再開し始めた事業や再開に向
け開催方法を検討中の事業など状況は様々

●高齢者のための健康運動教室や
相談等を各地区単位で行います。

●運動機能低下の高齢者に対し
て、運動機能向上教室を実施しま
す。

' 1

●介護予防事業(高齢者支援センター主催分)
・西の里「コグニサイズ」
(2年度7月末) 0回延 0人
※新型コロナウィルス感染拡大防止のため休止中

9回延208人(元年度)
(30年度) 12回延267人

17回延326人(29年度)
12回延256人(28年度)

(27年度) 9回延214人
・大曲・西部「ふまねっと」

0人(2年度7月末) 0回

※住民主体の事業へ移行し、側面的運営を継続中

(元年度) 23回延722人

(30年度) 23回延788人
25回延773人(29年度)
22回延679人(28年度)
16回延434人(27年度)

・東部・団地「元気ぴんぴん体操」
30

でのウォーキングに関するイベントや事業
等とも関連づけながら、必要な事業を検討
します。

今後の方向性

＼

継続 総合体育館で体育協会による健康づく
り、体力づくり講座を実施し、健康で生き
がいのあるスポーツ活動の推進を図るため
に、きたひろしま30km口ードレースを開催
しました。
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NO 計画の概要(行政の取組み)

●介護予防のための運動や体力づ
くりを行います。

●社会参加促進のために生きがい
活動の支援・活動の充実を図りま
す。

'

(2年度7月末)
※「介護予防教室」

(元年度)
(30年度)
(29年度)
(28年度)
(27年度)

2

令和2年度までの取組み

3回延26人(元気ぴんぴん体操)
は再開に向けて検討中

51回延736人
46回延614人
35回延464人
36回延533人
36回延468人

☆平成28年度まで一次予防事業または二次予防事業
して実施し、平成29年度から一般介護予防事業と

して継続している事業
●健康運動教室(10回1コース)
*H28一次・二次予防事業一H29一般介護予防事業
・内容:椅子を使った運動、栄養や口腔ケアに関す

る講話
(2年度7月末) 0コース参加者:実0人
(ガ見込) 5コース参加者:実34人
※新型コロナウィルス感染拡大防止のため個別運動指導に変更

5コース参加者:実83人(元年度)
5コース参加者:実73人(30年度)
5コース参加者:実79人(29年度)
4コース参加者:実41人(28年度)
5コース参加者:実68人(27年度)

●水中運動教室(12回1コース)
*H28二次予防事業一H29一般介護予防事業
・内容:水中運動、口腔ケアに関する講話
(2年度7月末) 0コース参加者:実0人
( 1/見込) 2コース参加者:実30人
※新型コロナウィルス感染拡大防止のため1コース中止

(元年度) 3コース参加者:実75人
3コース参加者:実71人(30年度)
3コース参加者:実83人(29年度)
3コース参加者:実58人(28年度)
3コース参加者:実61人(27年度)

☆平成29年度から通所型サービスに移行した二次予
防事業
●機能訓練教室(二次予防事業)
(28年度)参加者数:実13人延 440人
(27年度)参加者数:実17人延 503人

●生きがいデイサービス(二次予防事業)
(28年度)参加者数:実35人
(27年度)参加者数:実40人

☆平成28年度で終了した二次予防事業

31

運ト
動

です。
集まれない環境の中で、高齢者の運動機

能の低下を防ぐために、運動方法を示した
リーフレットの配布や、元気ぴんぴん体操
のY0乢Ube配信、健康推進課が作成したDVD
の配布など、癌にならずにできる取り組み
を工夫して行っています。

今後の方向性

検討予定 令和2年度は新型コロナウィルス感染拡
大防止のため、事業の中止や事業形態の変
更を行っています。

教室参加者は膝や腰の痛みが軽減した等
の効果を実感できたとの感想があります。
健診データやレセプトデータ等の分析結

果から、生活習慣病予防が介護予防につな
がることがわかってきたため、今後は事業
のプログラムの中に、健診データに合わせ
た個別指導を充実させていくと、より効果
的ではないかと考えます。
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NO 計画の概要(行政の取組み)

●こころの健康について情報を提
供します。

●こころとからだの健康相談を行
います。

●うつ病などの精神疾患の正しい
知識と適切な治療に関する情報を
提供します。

●口腔ケア事業(二次予防事業)
(28年度) 0件
(27年度) 0件

●訪問指導事業(二次予防事業)
(28年度) 0件
(27年度) 0件

令和2年度までの取組み

3,

●こころの健康講座年1回
(2年度見込)
「コロナ禍におけるこどもと家族のこころの健康」

50人 10月13日開催予定
(元年度)
「知っておきたいお酒とこころの関係」 32人
(30年度)
「大切な人がうつになったら

45人~うつ病の人とのかかわり方~」
(29年度)
「うつ病とこころの健康
~みんなで守ろう、大切な命~」 57人

(28年度)
「大人の発達障がいとこころの病気」Ⅱ2人
(27年度)
「不眠で気づく心の病気」 61人

●出前健康講座
(2年度7月末) 0回
(リ見込) 0回
(元年度) 0回

1回参加数:14人(30年度)
(29年度) 0回

(28年度) 0回

3回参加数:59人(27年度)
・内容:うつ病の予防
●こころの健康相談(千歳保健所・北広島市分)

゛..よ→

4人/延 7人・定例相談数(2年度7月末)
リ見込)実35人/延73人

実20人/延33人(元年度)
,」ー'

8人/延 9人(30年度)
実 3人/延 4人(29年度)
i一ι→

2人/延 3人(28年度)
1人/延 1人(27年度)

●訪問指導(千歳保健所)
'J→

1人/延 2人(2年度7月末)
1.J-.

2人/延 5人(ガ見込)
(元年度)

゛.J→

2人/延 5人
゛J→

(30年度) 3人/延 7人

継続

今後の方向性

32

うつ病・自殺予防を目的としたこころの
健康講座の開催や各事業を活用し、知識の
普及を図りました。

こころの健康相談は、主に受療相談、対
応方法に関する相談となっており、今後も
関係機関や家族等と相談し、支援につなげ
ていきます。
平成28年に自殺対策基本法が改正され、

生きることの包括的支援として一層の推進
を図るため、次期健康づくり計画に市町村
自殺対策計画を組み入れて策定します。
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NO 計画の概要(行政の取組み)

1

●健康教室や健康相談等にて多量
飲酒の害に関する情報を提供しま
す。

●アルコールが及ぽす健康への影
響について普及啓発を行います。

●アルコール依存症に関する知
識、情幸艮を提供します。

●アルコールの健康相談について
情報を提供します。

4

飲
;酒、

(29年度)
(28年度)
(27年度)

●情報提供・

●健診結果説明会(再掲につき省略)
●特定保健指導(再掲につき省略)
●重症化予防保健指導(再掲につき省略)
●健康情報展(再掲につき省略)
●北広島断酒会例会参加
(2年度7月末) 2回

*新型コロナウィルス感染流行のため例会2回中止

(ガ見込) 10回

(元年度) 9回

(30年度) 10回

(29年度) 12回

(28年度) Ⅱ回
(27年度) 12回

●情報提供・ポスター啓発
・アノレコーノレ依存症 30年H月

令和2年度までの取組み

●健康教室や健康相談等にてたば
この害に関する情報を提供しま
す。

●禁煙について普及啓発を行いま
す。

実 4人/延 5人
'.J-

4人/延 4人
実17人/延39人

ポスター啓発(再掲につき省略)

5

喫1
煙
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●「8020」
ます。

6

「6024」運動を推進し

●健診結果説明会(再掲につき省略)
●特定保健指導(再掲につき省略)
●重症化予防保健指導(再掲につき省略)
●生活習慣病予防講演会(再掲につき省略)
●健康情報展(再掲につき省略)
●施設の分煙化・禁煙化(再掲につき省略)
●情報提供(再掲につき省略)

●出前健康講座・健康教育(歯科)
(2年度7月末) 0回参加数:0人
・内容:健口の秘訣、健口教室

~いっまでもおいしく食べるために~
(ガ見込) 1回参加数:20人

2回参加数:57人(元年度)
(30年度) 0回

2回参加数:27人(29年度)
(28年度) 0回

1回参加数:22人(27年度)
●健康運動教室
・内容:健康で長生きするためのお口のケア
(2年度7月末)新型コロナウィルス感染拡大防止

のため講話を中止
5回参加数:83人(元年度)
5回参加数:73人
5回参加数:79人

継続

今後の方向性

飲酒の適量や健康への影響について、個
別に保健指導を実施しており、今後も引き
続き実施します。

また、酒害で同じ悩みを持つ人たちが参
加する断酒会に出席し、お酒と向き合う会
員の近況の把握やアルコール依存症への相
談等を行っていきます。

継続 喫煙者に足して、がん・循環器疾患、糖
尿病等への健康の影響について、個月川こ保
健指導をしており、今後も普及啓発を含
め、引き続き実施します。

継続 生涯にわたり、歯の健康や口腔機能を保
てるよう、肺炎を予防する口腔ケアや歯周
病の早期発見などを健康講話等により周知
しています。
介護予防事業のプログラムにも講話を盛

り込み、口腔ケアの重要性について啓発し
ていますので、今後も継続して実施しま
す。

)
)

度
庠

年
年

テ

0
9

3
2

(
(
 
i

歯
・
口
腔
の
健
康

ノ



NO 計画の概要(行政の取組み)

6

フ

5回参加数:55人(27年度)
●生活講座
・内容:おいしく食べるためのお口の手入れ
(2年度7月末)新型コロナウィルス感染拡大防止

のため中止
2回参加数:20人(元年度)
2回参加数:19人(30年度)
2回参加数:13人(29年度)

●水中運動教室(30年度~)
・内容:お口のフレイノレ予防
(2年度7月末) 0回参加数:0人
( 1/見込) 2回参加数:30人

3回参加数:75人(元年度)
3回参加数:71人(30年度)

●いきいき百歳体操リーダー養成講座(30年度~)
・内容:お口のフレイル予防、かみかみ百歳体操
(2年度7月末) 0回参加数:0人
(/1 見込) 1回参加数:10人

2回参加数:29人(元年度)
2回参加数:30人(30年度)

●情報提供・ポスター啓発
・歯と口の健康週間
・歯と口の健康
・歯周病啓発

艾

令和2年度までの取組み
口 多

今後の方向性

34
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■健康づくりの推進 （参考）

基本的な方向１　　　健康寿命の延伸

実績 目標 実績 比較 状況 実績 比較 状況 実績 比較 状況 実績 比較 状況 実績 比較 状況 実績 比較 状況

●平均寿命以前の要介護認定率　（高齢者支援課データ） （平成25年度） （7月末 ）

　【男性】 40～64歳 0.39% － － 0.52% 0.13% 増加 0.42% 0.03% 増加 0.33% -0.06% 0.28% -0.11% 0.30% -0.09%

65～79歳 6.77% － － 6.67% -0.10% 減少 6.29% -0.48% 6.73% -0.04% 6.47% -0.30% 6.40% -0.37%

　【女性】 40～64歳 0.40% － － 0.50% 0.10% 増加 0.36% -0.04% 0.37% -0.03% 0.30% -0.10% 0.28% -0.12%

65～84歳 13.92% － － 13.34% -0.58% 減少 12.02% -1.90% 11.87% -2.05% 12.29% -1.63% 12.39% -1.53%

★65～86歳　14.78% ★65～86歳　12.00% ★65～86歳　12.01% ★65～86歳　12.22% ★65～86歳　12.17%

基本的な方向２　　　生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

実績 目標 実績 比較 状況 実績 比較 状況 実績 比較 状況 実績 比較 状況 実績 比較 状況 実績 比較 状況

（平成15～24年） （平成18～27年） 11月頃公表

　　*標準化死亡比（SMR） 100を標準とする

　【男性】 胃がん 85.3 76.6 -8.7 － － － － － － － －

大腸がん 107.7 96.3 -11.4 － － － － － － － －

肺がん    95.8 91.5 -4.3 － － － － － － － －

　【女性】 胃がん 104.8 101.0 -3.8 － － － － － － －

大腸がん 95.5 88.6 -6.9 － － － － － － － －

肺がん   75.8 97.0 21.2 － － － － － － － －

乳がん 67.6 78.1 10.5 － － － － － － － －

子宮がん 104.8 81.9 -22.9 減少 － － － － － － － －

●がん検診の受診率　　（健康推進課データ） （平成25年度） （7月末）

胃がん 6.7% 6.8% 0.1% 6.2% -0.5% 5.7% -1.0% 5.5% -1.2% 5.1% -1.6% 0.1% -6.6%

大腸がん 10.9% 11.6% 0.7% 7.8% -3.1% 8.0% -2.9% 7.6% -3.3% 7.6% -3.3% 0.3% -10.6%

肺がん 8.5% 8.8% 0.3% 8.5% 0.0% 横ばい 8.7% 0.2% 増加 8.3% -0.2% 8.2% -0.3% 0.3% -3.2%

乳がん 19.8% 18.1% -1.7% 18.2% -1.6% 17.5% -2.3% 17.5% -2.3% 18.1% -1.7% － －

子宮がん 16.6% 15.4% -1.2% 15.1% -1.5% 14.4% -2.2% 14.1% -2.5% 14.2% -2.4% － －

●脳血管疾患・虚血性心疾患の死亡率　（北海道保健統計年報） （平成23年） （平成24年） 　（平成25年） (平成26年) （平成27年） （平成28年）　 （平成29年）　

　　脳血管疾患死亡率（人口10万対） 63.1 55.1 -8.0 減少 77.3 14.2 増加 60.8 -2.3 減少 56.0 -7.1 69.8 7.1 増加 59.9 -2.8 減少

　　心疾患（高血圧性除く）死亡率（人口10万対） 129.6 123.5 -6.1 減少 117.6 -12.0 減少 158.7 29.1 増加 127.3 -2.3 120.8 -8.8 減少 147.3 17.7 増加

●高血圧症、脂質異常症罹患割合　　（国保特定健診結果） （平成25年度） （見込み）

　　Ⅱ度高血圧以上の者の割合（160/100以上） 3.1% 3.6% 0.5% 増加 4.6% 1.5% 増加 3.7% 0.6% 増加 3.8% 0.7% 増加 3.0% -0.1% － －

　　LDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ値が160mg/dl以上の者の割合　　 【男性】 10.1% 9.7% -0.4% 減少 9.8% -0.3% 減少 8.7% -1.4% 9.0% -1.1% 減少 8.3% -1.8% － －

【女性】 13.5% 14.5% 1.0% 増加 14.5% 1.0% 増加 13.0% -0.5% 15.1% 1.6% 増加 13.7% 0.2% 増加 － －

●ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑの該当者および予備軍割合（国保特定健診結果） （平成25年度） （見込み）

　　ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑの該当者割合 16.4% 17.3% 0.9% 増加 13.0% -3.4% 17.5% 1.1% 増加 17.4% 1.0% 増加 17.7% 1.3% 増加 － －

　　ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ予備軍割合 11.7% 10.6% -1.1% 減少 8.5% -3.2% 10.3% -1.4% 減少 10.8% -0.9% 減少 10.3% -1.4% 減少 － －

●特定健診受診率・特定保健指導の実施率　　（国保特定健診結果） （平成25年度） （見込み）

　　特定健診受診率 32.2% 35.2% 3.0% 38.5% 6.3% （増加） 37.4% 5.2% 38.1% 5.9% 40.3% 8.1% 増加 － －

　　特定保健指導実施率 64.7% 72.3% 7.6% 59.5% -5.2% （減少） 79.9% 15.2% 67.2% 2.5% 50.0% -14.7% 減少 － －

●治療中の血糖コントロール不良者の割合　（国保特定健診結果） （平成25年度） （見込み）

　　治療中のうち血糖ｺﾝﾄﾛｰﾙ不良者の割合(HbA1c8.0%以上） 7.8% 減少 7.3% -0.5% 減少 7.3% -0.5% 減少 5.7% -2.1% 減少 8.5% 0.7% 増加 7.7% -0.2% 減少 － －

●糖尿病有病者の割合　　（国保特定健診結果） （平成25年度） （見込み）

　　HbA1c6.5%以上の割合 7.8% 増加抑制 6.8% -1.0% 減少 7.8% 0.0% 横ばい 8.5% 0.7% 増加 8.2% 0.4% 増加 10.7% 2.9% 増加 － －
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３
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尿
病
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１

が
ん

●がん死亡による死亡率　（北海道における主要死因の概要データ）

減少

減少

＜参考＞

平均寿命 （厚生労働省簡易生命表）

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

男性 80.21歳 80.50歳 80.79歳 80.98歳 81.09歳 81.25歳 81.41歳

女性 86.61歳 86.83歳 87.05歳 87.14歳 87.26歳 87.32歳 87.45歳

※ 各年度の比較は、計画策定時の実績値との比較としている。

令和2年10月8日
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基本的な方向３　　　社会生活を営むために必要な機能の維持および向上

指標

実績 目標 実績 比較 状況 実績 比較 状況 実績 比較 状況 実績 比較 状況 実績 比較 状況 実績 比較 状況

●いつも朝食をとる子どもの割合　（教育委員会きたひろしま生活シート） （平成25年度） （食育推進計画アンケート） （教育基本計画アンケート） （全国体力状況調査） （全国体力状況調査） （全国体力状況調査）

【小学4年生】 96.3% － － － 【小学2・5年生】84.6% 【小学生】　　 　96.0% 【小学5年生】　 81.3% 【小学5年生】　 82.4% － －

【中学1年生】 91.6% － － － 【中学2年生】　 85.3% 【中学生】　　　 92.1% 【中学2年生】 　78.0% 【中学2年生】 　78.5% － －

●低出生体重児出生数　　（北海道保健統計年報） （平成23年度） （平成24年） （平成25年） （平成26年） （平成27年） （平成28年） （平成29年）　

　　全出生数の低出生体重児の割合 9.3% 減少 9,5% 0.2% 増加 8.6% -0.7% 減少 7.8% -1.5% 減少 8.6% -0.7% 減少 6.6% -2.7% 減少 9.2% -0.1% 減少

●新規介護認定者数　　（高齢者支援課データ） （平成25年度） （7月末）

　　新規認定者の出現率 4.0% 増加抑制 － － － 3.27% -0.73% 減少 4.0% 0.0% 横ばい 3.88% -0.12% 減少 4.18% 0.18% 増加 1.09% -2.91% 減少

基本的な方向４　　　生活習慣および社会環境の改善

指標

実績 目標 実績 比較 状況 実績 比較 状況 実績 比較 状況 実績 比較 状況 実績 比較 状況 実績 比較 状況

●妊娠届出時のやせの割合　　（健康推進課データ） （平成25年度） （見込み）

　　BMI18.5未満 19.8% 減少 16.8% -3.0% 減少 15.9% -3.9% 減少 17.8% -2.0% 減少 13.4% -6.4% 減少 14.9% -4.9% 減少 14.1% -5.7%

●肥満者の割合　　（国保特定健診結果） （平成25年度） （見込み）

　　BMI25以上 【男性】 28.6% 30.2% 1.6% 増加 32.5% 3.9% 33.5% 4.4% 33.3% 4.7% 33.3% 4.7% － －

【女性】 20.9% 20.2% -0.7% 減少 21.8% 0.9% 22.4% 1.5% 23.2% 2.3% 22.9% 2.0% － －

●主食、主菜、副菜を組み合わせた食事が1日2回以上の者の割合 （平成26年度） （食育推進計画アンケート）

（健康づくり計画アンケート結果） 74.1% 増加 － － － 【ほぼ毎日】　46.9% － － － － － － － － － 71.9% -2.2% 減少

【週に4～5日】23.1%

●運動習慣者の割合　　（健康づくり計画アンケート結果） （平成26年度）

36.8% 10%増加 － － － － － － － － － － － － － － － 34.0% -2.8% 減少

●睡眠による休養を十分にとれていない者の割合 （平成26年度）

（健康づくり計画アンケート結果） 22.0% 減少 － － － － － － － － － － － － － － － 20.6% -1.4% 減少

●ストレスを誰にも相談できない・しない者の割合 （平成26年度）

（健康づくり計画アンケート結果） 10.2% 減少 － － － － － － － － － － － － － － － 10.8% 0.6% 増加

●ストレスの相談先がわからない者の割合 （平成26年度）

（健康づくり計画アンケート結果） 2.0% 減少 － － － － － － － － － － － － － － － 0.9% -1.1% 減少

●自殺者数　　（北海道保健統計年報） （平成23年度） （平成24年） （平成25年） （平成26年） （平成27年） （平成28年）  （平成29年） 

人口10万人当 19.9 減少 21.7 1.8 増加 16.8 -3.1 減少 18.6 -1.3 減少 18.7 -1.2 減少 11.9 -8.0 減少 18.8 -1.1 減少

●妊娠中の飲酒率　　（健康推進課データ） （平成25年度） （見込み）

　　妊娠届出時の飲酒率 1.4% なくす 2.9% 1.5% 増加 1.2% -0.2% 減少 0.7% -0.7% 減少 1.4% 0.0% 横ばい 1.1% -0.3% 減少 1.5% 0.4%

●生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者の割合 （平成26年度）

（健康づくり計画アンケート結果）

　　1日に純アルコールの摂取量が40g以上の者の割合 【男性】 12.5% － － － － － － － － － － － － － － － 30.5% 18.0%

　　1日に純アルコールの摂取量が20g以上の者の割合 【女性】 8.6% － － － － － － － － － － － － － － － 30.4% 21.8%

●成人の喫煙率　（健康づくり計画アンケート結果） （平成26年度）

15.9% 減少 － － － － － － － － － － － － － － － 15.6% -0.3% 減少

●妊娠届出時の喫煙率　　（健康推進課データ） （平成25年度） （見込み）

7.3% 減少 5.3% -2.0% 減少 5.2% -2.1% 減少 4.3% -3.0% 減少 3.9% -3.4% 減少 4.6% -2.7% 減少 5.1% -2.2%

●幼児のう歯罹患率　　（健康推進課データ） （平成25年度） （見込み）

　　3歳児のう歯罹患率 16.44% 減少 19.0% 2.56% 増加 15.15% -1.29% 減少 17.59% 1.15% 増加 11.70% -4.74% 減少 12.20% -4.24% 減少 ― ―

●学齢期のう歯本数　　（教育委員会データ） （平成26年度） 11月頃集計

　　12歳児の永久歯の一人あたりのう歯本数（中学1年生）　 2.1本 減少 － － － － － － 1.2本 -0.9 減少 － － － - - -

●60歳代で24本以上の自分の歯を有する者の割合　 （平成26年度）

（健康づくり計画アンケート結果）

　　60歳代で自分の歯が24本以上ある者の割合 42.3% 増加 － － － － － － － － － － － － － － － 38.4% -3.9% 減少
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